
�．位置ベクトル

　>�@　平面上で点�2�を定めておくと，点�3�の位置はベクトル�23 S�によって決まる。

　　　　S：点�2�に関する点�3�の位置ベクトル

　　　　3�� S� ：位置ベクトルが�S�である点�3

　>�@　��点�$�� D� ，%�� E� �に対して

　　　　$% E�D

�．内分点・外分点・三角形の重心

　>�@　��点�$�� D� ，%�� E� �に対して，線分�$%�の�P：Q�に分ける点の位置ベクトル

　　　　内分点　
�QD PE

�P Q

　　　　外分点　
��QD PE

�P Q

　　　　中点　
�D E

�

　>�@　��点�$�� D� ，%�� E� ，&�� F� �を頂点とする�△$%&�の重心の位置ベクトル

　　　　
��D E F

�

�．位置ベクトル



��点�$ � D� ，% � E� �を結ぶ線分�$%�について，次の点の位置ベクトルを�D，E�で表せ。１.

���　�：��に内分する点　　　　　���　�：��に外分する点

△$%&�の重心を�*�とするとき，任意の点�3�に対して，等式��$3�%3��&3 �*&�が成２.

り立つことを証明せよ。

△$%&�の辺�%&，&$，$%�を，それぞれ��：�，�：�，�：��に内分する点を�'，(，)�と３.

する。線分�$'，%(，&)�を，それぞれ��：�，�：�，�：��に内分する点は，同じ点であ

ることを証明せよ。
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